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都
の
２
工
組
が
「
増
加
」、

愛
知
が
「
や
や
増
加
」、
東

京
な
ど
22
工
組
が
「
前
年
並

み
」、
本
県
と
岩
手
、
山
形

な
ど
14
工
組
が
「
や
や
減

少
」、
秋
田
、
宮
城
な
ど
７

工
組
が
「
減
少
」
と
し
て
い

る
。

　

全
生
連
で
は
今
後
の
官
公

需
に
つ
い
て
、
西
日
本
豪
雨

な
ど
の
災
害
復
旧
や
国
土
強

靱
化
施
策
の
本
格
化
な
ど
に

よ
り
、
官
公
需
も
プ
ラ
ス
基

調
で
推
移
す
る
の
で
は
な
い

か
と
見
て
い
る
。

　

国
営
事
業
実
施
地
区
で
基

幹
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化

が
急
速
に
進
む
中
で
、
施
設

の
経
年
劣
化
に
伴
う
不
測
の

事
故
発
生
も
増
え
て
い
る
。

　

国
営
施
設
応
急
対
策
事
業

は
、
突
発
事
故
等
に
対
す
る

応
急
対
策
と
と
も
に
、
施
設

の
機
能
保
全
対
策
と
、
機
能

が
低
下
し
た
施
設
の
長
寿
命

化
対
策
を
一
体
実
施
す
る
も

の
。

　

本
県
内
で
は
阿
武
隈
土
地

改
良
調
査
管
理
事
務
所
が
①

雄
国
山
麓
（
喜
多
方
市
）
②

母
畑
（
郡
山
市
、須
賀
川
市
、

白
河
市
、
石
川
町
、
玉
川
村
、

中
島
村
）
③
隈
戸
川
（
白
河

市
、
須
賀
川
市
、
鏡
石
町
、

泉
崎
村
、
中
島
村
、
矢
吹
町
）

の
３
地
区
で
、
同
事
業
に
よ

る
対
策
を
実
施
す
る
た
め
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

　

雄
国
山
麓
は
、
国
営
総
合

農
地
開
発
事
業
で
１
９
７
０

年
度
か
ら
92
年
度
に
か
け
て

事
業
を
実
施
。
対
策
内
容
と

し
て
、
大
深
沢
調
整
池
の
改

修
の
ほ
か
、
ポ
ン
プ
が
作
動

不
能
と
な
っ
て
い
る
排
水
機

場
１
カ
所
の
改
修
、
漏
水
等

が
発
生
し
て
い
る
幹
線
用
水

路
や
水
管
理
施
設
の
改
修
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

母
畑
地
区
も
、
国
営
総
合

農
地
開
発
事
業
（
１
９
６
７

～
97
年
度
）
で
造
成
し
た
施

設
の
老
朽
化
対
策
。
千
五
沢

ダ
ム
の
取
水
設
備
と
水
管
理

施
設
、
導
水
ト
ン
ネ
ル
、
用

水
路
の
改
修
が
必
要
と
み
て

い
る
。

　

隈
戸
川
地
区
は
、
前
歴
事

業
が
国
営
か
ん
が
い
排
水

（
１
９
９
２
～
２
０
１
０
年

度
）
に
よ
る
更
新
事
業
。
対

策
事
業
で
は
用
水
路
の
改
修

を
検
討
し
て
い
る
。

　

３
地
区
は
19
、
20
年
度
ま

で
調
査
を
継
続
し
、
21
年
度

以
降
に
事
業
採
択
を
求
め

る
。

た
。
官
公
需
が
０
・
７
％
増

の
３
１
４
万
２
１
４
６
立
方

㍍
、
民
需
が
０
・
８
％
減
の

４
５
３
万
７
８
９
立
方
㍍
。

官
公
需
は
３
カ
月
連
続
で
伸

び
、
民
需
は
３
カ
月
ぶ
り
に

ダ
ウ
ン
し
た
。

　

都
道
府
県
別
の
工
業
組
合

の
状
況
で
は
、
21
工
組
が
前

年
実
績
を
上
回
り
、
こ
の
う

ち
福
井
（
62
・
６
％
増
）、

秋
田
（
27
・
５
％
増
）、
新

潟
（
21
・
６
％
増
）
な
ど
10

工
組
が
10
％
以
上
増
加
し

た
。
福
井
で
は
北
陸
新
幹
線

や
原
発
関
連
、新
潟
は
ビ
ル
・

マ
ン
シ
ョ
ン
が
主
な
要
因
。

秋
田
は
前
年
が
少
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
反
動
増
。

　

25
工
組
は
前
年
を
下
回

り
、
こ
の
う
ち
山
口
（
28
・

４
％
減
）、
鳥
取
（
25
・
１

％
減
）、宮
城
（
21
・
６
％
減
）

な
ど
10
工
組
が
１
割
以
上
の

減
少
。

　

今
後
２
～
３
カ
月
先
の
需

要
に
つ
い
て
は
、
福
井
と
京

　

工
期
の
半
ば
で
前
払
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
中

間
前
払
金
制
度
を
導
入
す
る

市
区
町
村
が
増
加
し
て
い

る
。
制
度
を
導
入
し
て
い
る

市
区
町
村（
政
令
市
を
除
く
）

は
、
２
０
１
３
年
９
月
時
点

で
８
６
５
団
体
と
全
市
区
町

村
の
48
・
４
％
だ
っ
た
が
、

18
年
８
月
ま
で
の
５
年
で
１

３
９
７
団
体
（
78
・
１
％
）

ま
で
増
加
し
た
。
品
確
法
の

運
用
指
針
で
、
元
請
の
資
金

繰
り
を
改
善
す
る
同
制
度
の

導
入
を
求
め
た
こ
と
が
増
加

の
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

　

中
間
前
払
金
制
度
で
は
、

契
約
当
初
の
前
払
金
（
請
負

代
金
の
40
％
）
に
加
え
、
工

事
の
進
捗
が
50
％
以
上
に
な

る
と
請
負
代
金
の
20
％
の
支

払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
１
９
９
９
年
２
月
の
地

方
自
治
法
施
行
規
則
の
改
正

で
、
自
治
体
が
制
度
を
導
入

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
交
省
な
ど
が
毎
年
行
っ

て
い
る
入
札
契
約
適
正
化
法

に
基
づ
く
実
施
状
況
調
査

（
８
月
１
日
時
点
）
に
よ
る

と
、
自
治
体
で
は
全
て
の
都

道
府
県
・
政
令
市
が
同
制
度

を
導
入
。
市
区
町
村
は
前
年

度
か
ら
１
４
５
団
体
が
制
度

を
導
入
し
、
制
度
導
入
団
体

は
１
３
９
７
団
体
と
な
っ

た
。
市
区
町
村
の
導
入
率
は

78
・
１
％
ま
で
伸
び
た
。

　

13
年
９
月
時
点
の
同
じ
調

査
で
、
導
入
率
は
48
・
４
％

と
半
数
を
切
っ
て
い
た
。
15

年
１
月
の
品
確
法
運
用
指
針

の
策
定
以
降
、
制
度
を
導
入

す
る
市
区
町
村
が
大
幅
に
増

え
た
。
そ
の
後
も
予
算
成
立

後
に
円
滑
な
施
工
確
保
を
求

め
る
国
交
省
・
総
務
省
の
通

知
や
、
例
年
８
月
・
12
月
に

送
付
す
る
盆
暮
れ
通
達
な
ど

で
、
各
自
治
体
に
制
度
導
入

を
求
め
て
い
た
。

　

建
設
業
と

言
わ
ず
ど
の

産
業
も
女
性

の
入
職
は
喫

緊
の
課
題
。

だ
が
「
細
か

い
と
こ
ろ
に

目
が
い
く
」「
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
」「
な
ん
で
も
ピ

ン
ク
」
な
ど
建
設
業
で
は
お

仕
着
せ
の
イ
メ
ー
ジ
が
横

行
。
当
の
女
性
た
ち
は
戸
惑

い
、
た
め
息
交
じ
り
で
上
辺

の
同
意
を
行
う
し
か
な
い
。

昨
年
発
行
さ
れ
た
日
経
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
特
集
タ

イ
ト
ル
は
「
だ
か
ら
お
っ
さ

ん
上
司
は
嫌
わ
れ
る
」。
日

ご
ろ
違
和
感
を
覚
え
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
痛
烈
な
女
性

の
声
を
業
界
全
体
へ
の
大
き

な
警
鐘
と
と
ら
え
た
い
▼
国

土
交
通
省
の
「
も
っ
と
女
性

が
活
躍
で
き
る
建
設
業
行
動

計
画
」が
策
定
さ
れ
４
年
強
。

発
注
方
式
や
環
境
整
備
な
ど

女
性
雇
用
を
優
遇
し
た
政
策

と
と
も
に
、
業
界
団
体
も
と

も
に
突
き
進
ん
で
き
た
。
だ

が
当
の
女
性
た
ち
の
気
持
ち

を
置
き
去
り
に
し
て
は
い
ま

い
か
▼
女
性
活
用
に
「
現
場

の
ト
イ
レ
」「
更
衣
室
」
な

ど
基
本
的
な
環
境
整
備
が
不

可
欠
だ
が
、
そ
の
最
初
の
一

歩
で
さ
え
「
女
性
用
ト
イ
レ

は
あ
る
も
の
の
鍵
が
な
い
。

男
性
が
使
用
し
て
い
る
」
な

ど
の
苦
情
が
ネ
ッ
ト
上
に
見

ら
れ
る
。
た
だ
で
さ
え
、
女

性
が
建
設
業
に
触
れ
る
機
会

は
少
な
い
。
そ
こ
に
こ
う
し

た
情
報
に
接
す
れ
ば
入
職
を

思
い
と
ど
ま
る
の
は
当
然
。

一
般
の
ト
イ
レ
で
あ
れ
ば
警

察
沙
汰
に
も
な
り
か
ね
な
い

事
案
だ
▼
新
年
度
、
国
交
省

は
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
、

新
行
動
計
画
を
策
定
す
る
。

数
値
目
標
も
重
要
だ
が
女
性

も
「
同
僚
」
で
あ
り
「
仲
間
」

と
い
う
基
本
の
視
点
を
忘
れ

ず
、
ま
ず
は
話
し
合
っ
て
ほ

し
い
。
人
出
不
足
は
建
設
業

ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
を
肝

に
銘
じ
た
い
。（
弓
）

　

国
営
土
地
改
良
事
業
で
造
成
さ
れ
た
基
幹
農
業
水
利
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
策
と
し
て
、
東
北
農
政
局

は
、
県
内
の
国
営
事
業
完
了
３
地
区
で
、
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
の
実
施
に
向
け
た
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
３
地
区

で
は
水
路
の
漏
水
や
調
整
池
ゲ
ー
ト
の
作
動
不
良
な
ど
の
不
具
合
が
発
生
。
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
同
事
務
所

は
２
０
１
９
、
20
年
度
で
事
業
計
画
を
固
め
、
21
年
度
以
降
の
事
業
化
を
目
指
す
。

　

県
電
設
業
協
会
（
大
槻
博

太
会
長
）
は
13
日
、
郡
山
市

の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
で
第
３
回
電
気
屋
さ
ん
の

女
性
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
を
開
い

た
。
会
員
企
業
の
女
性
技
術

者
・
職
員
ら
が
中
嶋
都
県
造

園
建
設
業
協
会
専
務
理
事
の

講
演
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
働
く

上
で
の
悩
み
や
業
務
改
善
を

解
決
す
る
ヒ
ン
ト
を
探
っ

た
。

　

女
性
が
活
躍
で
き
る
職
場

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
県
内
電
設
業
の
職
場
環

境
の
改
善
、
意
識
改
革
に
つ

な
げ
よ
う
と
２
０
１
６
年
度

か
ら
開
催
し
て
い
る
。
会
員

企
業
の
現
場
代
理
人
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
操
作
者
、
事
務
系
の
女
性

職
員
14
人
と
男
性
技
術
者
３

人
が
出
席
し
た
。

　

永
井
博
副
会
長
が
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
な
ど
を
踏
ま

え
た
上
で
「
現
場
で
も
女
性

の
力
が
必
要
に
な
る
。
活
発

に
意
見
を
交
わ
し
、
実
際
に

働
く
上
で
参
考
と
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
石
川
格

子
広
報
委
員
長
が
「
悩
み
は

も
ち
ろ
ん
、
前
向
き
な
意
見

も
出
し
て
も
ら
い
、
会
員
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
話
し

合
い
に
し
た
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

　

サ
ロ
ン
は
２
部
構
成
で
、

第
１
部
で
は
中
嶋
専
務
が

「
電
気
屋
さ
ん
女
子
に
お
く

る
３
Ｋ
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。
中
嶋
専
務
は
自
身
の
体

験
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、「
勘
・
感
・
観
」
の
３

Ｋ
を
示
し
、「
学
び
の
場
、

自
分
を
磨
く
場
は
ど
こ
に
で

も
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
を
立
て

て
五
感
で
捉
え
て
ほ
し
い
」

「
細
か
く
観
察
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
根
の
部
分
が
張
り
め

ぐ
ら
さ
れ
成
長
に
つ
な
が

る
」「
経
験
値
が
勘
を
養
い

技
術
を
支
え
る
」「
難
し
い

こ
と
を
自
分
な
り
に
ひ
も
解

い
て
シ
ン
プ
ル
に
考
え
て
ほ

し
い
。
そ
の
過
程
が
楽
し
く

な
り
、
自
然
と
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
な
が
る
」
な
ど
、
自

分
を
磨
く
こ
と
、
感
性
を
磨

く
こ
と
を
勧
め
た
。

　

女
性
が
働
く
環
境
は
30
年

前
と
比
べ
大
き
く
変
わ
っ
た

が
「
人
の
意
識
は
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
」
と
認
識
を

示
し
、
働
き
や
す
い
環
境
を

築
い
た
上
で
、
い
か
に
意
識

改
革
に
結
び
付
け
る
か
を
課

題
に
挙
げ
た
。
ま
た
「
問
題

に
な
る
の
は
性
差
で
は
な

く
、
個
人
差
で
あ
る
べ
き
。

女
性
で
あ
る
こ
と
を
卑
下
す

る
こ
と
な
く
、
女
性
を
武
器

に
す
る
こ
と
な
く
淡
々
と
仕

事
に
取
り
組
む
環
境
が
理

想
」
と
述
べ
、
男
女
が
生
ま

れ
持
っ
た
性
（
さ
が
）
を
互

い
に
尊
重
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
合
う
こ
と

の
重
要
性
を
説
い
た
。
働
き

方
改
革
に
つ
い
て
は
「
毎
日

の
働
き
方
を
点
検
し
て
効
率

を
良
く
し
て
、そ
こ
に
余
暇
、

楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
」

を
ポ
イ
ン
ト
に
挙
げ
た
。

　

第
２
部
で
は
ま
ず
、
女
性

参
加
者
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
業
務
等
の
改
善
点
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
の
設

置
や
ト
イ
レ
の
改
善
、
週
休

２
日
な
ど
の
要
望
や
作
業

服
、
安
全
靴
の
サ
イ
ズ
、
好

み
の
デ
ザ
イ
ン
の
少
な
さ
な

ど
悩
み
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、

事
務
系
の
参
加
者
か
ら
は

「
現
場
を
知
ら
な
い
た
め
、

指
示
の
内
容
が
理
解
で
き
ず

う
ま
く
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な

い
」
な
ど
の
声
も
あ
っ
た
。

男
性
技
術
者
が
各
グ
ル
ー
プ

に
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
課
題
、
改
善
点
を
出
し

合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
な
ど
を
確
認
し

た
。

　

全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
組
合
連
合
会
の
ま
と
め
に

よ
る
と
、
本
県
の
昨
年
１
年

間
の
出
荷
実
績
は
３
・
５
％

減
の
１
７
８
万
２
７
０
５
立

方
㍍
と
、
３
年
連
続
で
前
年

を
下
回
っ
た‌

《
グ
ラ
フ
参

照
》�​。
民
需
は
９
・
６
％
増

の
92
万
６
１
２
０
立
方
㍍
と

２
０
１
６
年
並
み
に
回
復
し

た
が
、
官
公
需
は
14
・
６
％

減
の
85
万
６
５
８
５
立
方
㍍

と
２
桁
減
と
な
っ
た
。

　

12
月
単
月
は
９
・
５
％
増

の
17
万
１
８
６
９
立
方
㍍
。

民
需
が
23
・
６
％
増
の
９
万

１
１
０
５
立
方
㍍
と
６
カ
月

連
続
で
伸
び
て
お
り
、
民
需

の
好
調
を
反
映
し
て
全
体
も

増
加
が
続
い
て
い
る
。
官
公

需
は
３
％
減
の
８
万
７
６
４

立
方
㍍
と
15
カ
月
連
続
で
ダ

ウ
ン
し
て
い
る
。

　

都
道
府
県
別
で
は
、
北
陸

新
幹
線
の
建
設
に
よ
っ
て
、

福
井
県
が
48
・
３
％
増
、
石

川
県
が
11
・
４
％
増
と
大
幅

に
伸
び
た
。
五
輪
施
設
の
建

設
と
再
開
発
で
東
京
都
が

８
・
２
％
増
加
し
た
。
横
浜

の
み
な
と
み
ら
い
地
区
の
再

開
発
で
神
奈
川
県
も
６
・
５

％
の
伸
び
だ
っ
た
。

　

12
月
は
０
・
１
％
減
の
７

６
７
万
３
０
０
０
立
方
㍍
。

稼
働
日
数
が
前
年
と
比
べ
１

日
少
な
か
っ
た
こ
と
が
影
響

し
３
カ
月
ぶ
り
に
減
少
し

　

昨
年
１
年
間
の
全
国
の
出

荷
高
は
０
・
５
％
増
の
８
４

７
８
万
４
０
０
０
立
方
㍍

で
、
２
年
連
続
の
プ
ラ
ス
と

な
っ
た
。
官
公
需
が
１
・
７

％
減
の
３
３
８
６
万
７
０
０

０
立
方
㍍
、
民
需
が
２
・
９

％
増
の
５
０
９
１
万
６
０
０

０
立
方
㍍
。
官
公
需
は
５
年

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
で
、
統
計

を
取
り
始
め
て
以
来
、
最
低

と
な
っ
た
。
民
需
は
２
年
連

続
で
増
加
し
て
い
る
。

　

環
境
省
は
、
中
間
貯
蔵
施

設
予
定
地
の
１
月
末
時
点
に

お
け
る
地
権
者
状
況
を
取
り

ま
と
め
た
。
契
約
実
績
は
前

月
末
と
比
べ
て
12
件
、
約
15

㌶
増
の
１
６
６
４
件
、
約
１

０
９
１
㌶
に
進
捗
し
た
。
契

約
者
の
割
合
は
、
登
記
記
録

人
数
の
70
・
５
％
（
前
月
比

０
・
５
㌽
増
）、
連
絡
先
把

握
済
み
人
数
に
対
し
て
85
・

８
％
（
同
０
・
６
㌽
増
）
と

な
っ
た
。
全
体
面
積
に
対
す

る
契
約
済
み
面
積
は
68
・
２

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

契
約
済
み
面
積
に
道
路
等

そ
の
他
公
有
地
を
含
め
た
面

積
は
約
１
３
８
２
㌶
で
、
全

体
面
積
の
86
・
４
％
。
民
有

地
（
約
１
２
７
０
㌶
）
の
約

82
・
８
％
が
契
約
済
み
で
、

未
契
約
地
面
積
は
約
２
１
８

㌶
と
な
っ
た
。

　

登
記
上
で
確
認
し
て
い
る

地
権
者
数
（
土
地
所
有
者
・

建
物
所
有
者
）
２
３
６
０
人

の
う
ち
、
連
絡
先
を
把
握
し

て
い
る
地
権
者
は
約
１
９
４

０
人
（
所
有
面
積
約
１
５
５

０
㌶
）。
う
ち
約
１
９
２
０

人
に
個
別
訪
問
を
行
っ
て
お

り
、
物
件
調
査
の
承
諾
は
約

１
６
９
０
人
か
ら
得
て
い

る
。

　

１
月
末
時
点
に
お
け
る
契

約
実
績
の
内
訳
は
、
土
地
売

買
が
１
５
２
５
件
（
前
月
末

比
11
件
増
）、
地
上
権
設
定

は
１
３
９
件
（
同
１
件
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
今
年

度
除
去
土
壌
等
輸
送
量
は
５

日
現
在
、
約
１
４
５
・
２
万

立
方
㍍
。
今
年
度
輸
送
計
画

量
（
約
１
８
０
万
立
方
㍍
）

に
対
す
る
進
捗
率
は
約
80
・

７
％
と
な
っ
た
。

　

輸
送
済
み
累
計
量
は
約
２

２
３
・
８
万
立
方
㍍
で
、
全

体
想
定
量
（
約
１
４
０
０
万

立
方
㍍
）
の
約
16
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
、
２
０
１
８
年
度
第
２
次

補
正
予
算
の
執
行
に
関
す
る

事
務
次
官
、
関
係
課
長
名
の

通
知
を
地
方
整
備
局
な
ど
に

送
付
し
た
。
補
正
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
た
公
共
事
業
予
算

を
迅
速
、
着
実
に
執
行
す
る

た
め
、
直
轄
の
実
績
に
と
ら

わ
れ
な
い「
チ
ャ
レ
ン
ジ
型
」

や
「
自
治
体
実
績
評
価
型
」

な
ど
を
積
極
的
に
活
用
す
る

ほ
か
、
総
合
評
価
方
式
の
手

続
き
期
間
を
短
縮
す
る
よ
う

指
示
し
た
。

　

補
正
予
算
で
の
公
共
事
業

費
の
追
加
に
伴
い
、
早
期
執

行
や
円
滑
な
施
工
を
確
保
す

る
観
点
で
の
入
札
契
約
手
続

き
の
効
率
化
も
促
し
た
。

　

総
合
評
価
の
「
施
工
能
力

評
価
型
」
で
は
、
十
分
な
技

術
力
が
あ
っ
て
も
評
価
対
象

の
工
事
成
績
や
表
彰
実
績
が

な
い
企
業
の
受
注
機
会
を
拡

大
す
る
た
め
、
過
去
の
実
績

の
配
点
ウ
エ
ー
ト
が
低
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
型
や
自
治
体
実
績

評
価
型
な
ど
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

総
合
評
価
の
手
続
き
期
間

に
つ
い
て
は
、
運
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
定
め
る
「
標
準
的

な
日
数
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

競
争
性
の
確
保
に
留
意
し
て

期
間
短
縮
に
取
り
組
む
よ
う

指
示
し
た
。

　

建
設
業
が
計
画
的
に
技
術

者
を
配
置
し
、
円
滑
に
資
機

材
を
調
達
で
き
る
よ
う
、
地

域
発
注
者
協
議
会
で
進
め
て

い
る
発
注
見
通
し
の
統
合
公

表
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と

も
求
め
た
。

　

日
本
建
築
学
会
東
北
支

部
福
島
支
所
（
支
所
長
＝

新
関
永
県
建
築
住
宅
課

長
）
は
３
月
16
日
午
後
１

時
か
ら
、
福
島
市
の
県
建

設
セ
ン
タ
ー
で
２
０
１
８

年
度
建
築
文
化
事
業
「
親

と
子
の
や
さ
し
い
構
造
力

学
講
座
」
を
開
く
。
３
月

８
日
ま
で
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
。

　

小
中
学
生
が
対
象
。「
構

造
力
学
」
を
や
さ
し
く
説

明
す
る
ほ
か
、
道
具
や
体

を
使
っ
て
力
学
を
体
感
。

実
験
で
楽
し
み
な
が
ら
、

構
造
と
し
て
ど
う
い
う
形

が
丈
夫
な
の
か
を
体
験

し
、
建
築
の
面
白
さ
に
触

れ
て
も
ら
う
。

　

４
～
５
人
が
１
チ
ー
ム

と
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
行
わ
れ
る
。
ボ
ー
ル

紙
で
作
っ
た
梁
に
バ
ス
ケ

ッ
ト
を
下
げ
、
お
も
り
を

順
次
入
れ
る
。
多
く
お
も

り
を
入
れ
た
上
位
チ
ー
ム

を
表
彰
す
る
。

　

参
加
費
無
料
。
参
加
は

親
子
で
な
く
て
も
可
能
。

詳
細
は
県
建
築
住
宅
課
☎

０
２
４
（
５
２
１
）
７
５

２
０（
担
当
＝
大
和
田
氏
、

田
村
氏
）
ま
で
。

　福島建設工業新聞社と県建築士事務所協会は20日午前11

時から、福島市のＪＲ福島駅西口、ザ・セレクトン福島で「県

建築系高校卒業設計優秀作品表彰式」を行います。

　県内の建築系学科を有する各高校が実施している3年生

の卒業設計の中から、特に優秀と認められる作品の推薦を

受け、それらを一堂に集めて表彰することで、本県の建築

系生徒の育成と学習意欲の向上を図ります。表彰は2008年

度から実施しており、今回で11回目となります。

　参加高校は県立福島工業高校、県立郡山北工業高校、県

立会津工業高校、県立勿来工業高校の4校で、このほど受

賞者として片平賢人君（福島工業高校）ら12人、12作品が

選ばれました。

　表彰式では、受賞者全員に表彰状と盾、記念品が贈られ

ます。受賞作品を会場に展示し、協賛団体の代表にコメン

トやアドバイスをいただきます。

　受賞者、作品テーマは次の通り。

　 ‌ 【福島工業高校】�​▽片平賢人「おいでよふくしまの森」

▽加藤雅之「ＳＥＲＳＥ　サース」▽松本薫「Ｐａｌｃｅ

ｔо　Ｐｌａｙ」 ‌ 【郡山北工業高校】�​▽鈴木麗菜「あそびま

なびむすび」▽本名光平「Ｃｕｂｅ　Ｐｌａｎｔ」▽班目

公亮「ＩＤＥＡＬ　ＳＣＨＯＯＬ」 ‌ 【会津工業高校】�​▽加藤

楓花「Ａｎｕｍａｎｇ　Ｐａｒｋ」▽高橋希「会津スポー

ツ革命～魅せろ会津魂～」▽星李奈「新・會津若松駅　タ

イムスリップ！？歴史街への出入口」 ‌ 【勿来工業高校】�​▽秋

山和也「風情を守る静かな商店」▽鈴木悠真「農園レスト

ラン　ベジリンク」▽鈴木瑠美香「淡い」

 ‌

　受賞作品を3月13、14日の2日間、福島市のコラッセふく

しま1階アトリウムに展示し一般公開します。

　 ‌ 主催�​／福島建設工業新聞社、県建築士事務所協会

　 ‌ 後援�​／福島県、福島県教育委員会

　 ‌ 協賛�​／日本建築学会東北支部福島支所、県建設業協会、

県建築士会、県建築設計協同組合、日本建築家協会東北支

部福島地域会（ＪＩＡ福島）、県建築大工業協会

片平君ら12人表彰　
20日
授与

第11回県建築系高校卒業設計優秀作品表彰

来月13、14日に作品一般公開　
コラッセ
ふくしま

高校生活３年間の成果たたえ

和暦 官公需 民需 全国
12年
13年
14年
15年
16年
17年
18年
19年

年 年 年 年 年 年 年

全国県内 生コン出荷量推移（県内、全国、 ～ 年）

官公需 民需 全国

全
国
の
出
荷
高

２
年
連
続
で
プ
ラ
ス

３
地
区
で
応
急
対
策
調
査

東
北
農
政
局　

21
年
度
以
降
採
択
目
指
し

国営造成水利施設

国 交 省

補
正
の
早
期
執
行
指
示

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
型
」積
極
活
用
な
ど

県電設業協会

悩
み
や
改
善
点
話
し
合
う

電
気
屋
さ
ん
女
性

ト
ー
ク
サ
ロ
ン　

中
嶋
専
務
が
講
演

‌

意
見
交
換
す
る
参
加
者（
上
）

と
講
演
す
る
中
嶋
専
務�​

中間貯蔵地

新
た
に
12
人
が
契
約

今
年
度
輸
送
は
80
・
７
％

中間前払金

市
区
町
村
の
８
割
導
入

運
用
指
針
策
定
で
大
幅
増
に

建 築 学 会  
福 島 支 所

楽
し
く
学
ぶ
構
造
力
学

小
中
学
生

向

け　

チ
ー
ム
別
耐
力
度
競
争
も

お問い合わせは本社・支社・各支局へ

□月間14万ページビュー
バナー広告募集 本紙HPにバナー広告を掲載してみませんか

昨年１年間の  
県内生コン出荷



月

は

９
・
５
％
増　

官
公
需
の
減
少
響
く

民
需
増
加
も
全
体
は
3.5
％
減


